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平成 1 4 年度東海・北陸地区国立学校等技術専門職員研修
機械コース受講報告
第一技術室機器開発・試作班川崎孝俊
平成 1 4 年 1 0 月 15 日から 1 8 日の四日問、技術専門職員研修(機械コース)に出席した。初
日の開校式や一般講義は岐阜第一グランパレホテルにて三重大学で開催された電気・電子コースと
の合同受講となった。
一日目は大学を取り巻く諸問題についての一般講義を受講した。その後、電気・電子コース参加
者とともに、懇親会が行われた。
二日目以降は岐車大学キャンパスに移り、機械コースの専門講義、実習が行われた。スケジュー
ルを確認すると、自分の職務内容とはあまり関係がないように感じ、苦痛の時間だなと思った。し
かし、どの講義も大変分かりやすく、今後の職務にも役に立つ内容であった。
以下に講義・実習の内容をいくつか紹介する。
専門講義
「制御工学とロボティクス J
最新のロボットが人間に近づいているととが分かり、特に人の手の動きをするハンドロボットには
驚かされた。
「材料の強度と破壊の防止」
スペースシャトルの墜落事故があったばかりであり、シャトル表面材質の事や耐熱金属、金属疲労
について知ることができた。
「先輩の講和 J
自分と同じ職種、岐車大学工作センターの方の話が聞け、大変参考になった。その後、工作センタ
ーも見学させてもらい、今後の工作実習に役立つ事が聞けた。
実験・実習
「パソコンによる制御系のディジタルシュミレーションJ
自動車のサスペンション制御の仕方を例に挙げ、制御というものの基本が分かった。自分が車好き
という事もあって、興味を持つ事ができた。
r 3 D -CAD によるモデリング演習 J
工場では二次元 CAD しか使っていないが、 3 D -CAD を使うことでイメージが鮮明になることを
実感した。
今回の研修では新たな知識と技術を習得でき大変有意義であった。受講させていただいた関係機
関の方々に感謝いたします。
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